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「
東
京
家
政
学
院
発
祥
の
地
」
記
念
碑
に
つ
い
て

光
塩
会
会
長

永
山　

ス
ミ

5
月
21
日
創
立
記
念
日
に
「
東
京
家
政
学
院
発
祥
の
地
」

記
念
碑
が
、
大
江
先
生
居
住
地
跡
（
現 

宮
川
様
居
住
）
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
江
先
生
の
眠
る
青
山
墓
地
に
学
院
、
光
塩

会
、
あ
づ
ま
会
、
50
余
名
の
方
々
と
墓
参
後
、
直
ち
に
市
ヶ

谷
富
久
町
に
集
い
、
午
後
2
時
半
よ
り
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

立
派
な
記
念
碑
の
建
立
に
、
一
同
深
い
感
動
を
憶
え
ま

し
た
。

そ
の
後
、
宮
川
様
御
準
備
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ

れ
、山
口　

前
理
事
長
、沖
吉　

前
常
務
理
事
（
現
理
事
長
）、

宮
川
様
、卒
業
生
鳥
羽
様
（
専
21
回
卒
）
の
御
挨
拶
に
続
き
、

記
念
石
寄
贈
者
番
場
様
（
光
塩
会
員
、
あ
づ
ま
会
員
）、
記

念
碑
揮
毫
者
竹
内
様
（
専
22
回
卒
）、
片
山
様
（
高
2
年
在

校
生
）、工
事
に
多
大
の
御
骨
折
り
を
下
さ
っ
た
施
設
グ
ル
ー

プ
の
方
々
の
御
紹
介
が
あ
り
、
学
院
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の

建
立
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

わ
が
国
家
政
学
の
先
駆
者
で
あ
る
先
生
は
、
１
９
０
２
年

英
国
留
学
、
１
９
０
６
年
帰
国
、
１
９
２
３
年
日
本
の
家
政

学
の
礎
を
構
築
す
る
た
め
、
こ
の
地
に
家
政
研
究
所
を
開
設

さ
れ
、
理
想
的
な
家
政
学
実
現
の
た
め
に
１
９
２
５
年
全
力

を
注
い
で
、
東
京
家
政
学
院
を
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
を
偲
び
、
先
生
の
志
を
改
め
て
促
え
直
し
、
将
来
に

向
っ
て
新
し
い
歩
み
を
始
め
る
こ
と
を
一
同
心
か
ら
願
い
ま

し
た
。

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
に
は
、創
立
者
大
江
先
生
関
連
資
料
部
に
よ
り
、

先
生
の
熱
い
女
子
教
育
へ
の
志
と
91
年
の
学
院
の
歩
み
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
是
非
、
御
覧
下
さ
い
ま
せ
。

尚
、
卒
業
生
の
素
晴
ら
し
い
作
品
展
示
も
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

恒
例
の
バ
ザ
ー
に
は
、
全
国
支
部
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
名

品
、
特
産
品
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
、
何
卒
母
校
へ
足
を
お
運
び
下
さ
い
ま
せ
。

平
成
26
年
度　

光
塩
会
支
部
長
会
／
評
議
員
会
・

総
会
・
懇
親
会
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
同
期
会
を
終
え
て

6
月
14
日
（
土
）
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
教
室

で
支
部
長
会
が
行
わ
れ
、
翌
15
日
（
日
）
に
評
議
員
会
・
総

会
・
懇
親
会
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
同
期
会
が
、
私
学
会
館
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長
会
は
、
ま
ず
、
お
抹
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
お
国

自
慢
な
ど
を
語
っ
て
和
や
か
に
支
部
長
さ
ん
同
士
の
親
睦
を

図
り
、
昼
食
を
挟
ん
で
午
後
は
、
支
部
報
告
に
続
き
、
光
塩

会
の
運
営
・
支
部
の
運
営
に
つ
い
て
真
剣
な
討
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

評
議
員
会
・
総

会
は
約
１
０
０
名

の
出
席
者
が
あ
り

ま
し
た
。
審
議
事
項

で
は
、
光
塩
会
奨
学

金
の
見
直
し
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
将

来
の
光
塩
会
を
担

う
在
学
生
へ
の
経

済
的
支
援
の
方
法

は
ど
う
あ
る
べ
き

か
？
は
例
年
に
な

く
熱
い
議
論
と
な

り
ま
し
た
。
見
直

し
は
承
認
さ
れ
具

体
案
の
検
討
に
入

り
ま
す
。　

そ
の
後
、「
東
京

家
政
学
院
発
祥
の

地
」
の
記
念
碑
に

つ
い
て
、
永
山
会

長
よ
り
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
・
ジ
ョ

イ
ン
ト
同
期
会
は
、

東
京
家
政
学
院
新
理
事
長
の
沖
吉
様
、
天
野
学
長
を
は
じ
め

と
す
る
学
院
の
先
生
方
、
歴
代
光
塩
会
会
長
と
、
多
く
の
来

賓
に
ご
列
席
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
日
蓮
宗
千
葉
県
西
部
の
お
上
人
様
五
名
に
よ
る

雅
楽
が
演
奏
さ
れ
、
お
食
事
の
手
が
止
ま
る
ほ
ど
に
聞
き
入

り
、
雅
な
世
界
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
27
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
同
期
会
は

6
月
14
日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

光
塩
会
活
動
へ
の
お
誘
い

１
． 

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭　

筑
波
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

創
立
者
大
江
先
生
関
連
の
展
示

　
　

10
月
25
日
（
土
）
26
日
（
日
）

２
． 

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

光
塩
会
バ
ザ
ー　

11
月
8
日
（
土
）
9
日
（
日
）

３
．
校
舎
見
学
に
つ
い
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

の
希
望
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

学
院
の
施
設
グ
ル
ー
プ
又
は
光
塩
会
事
務
局
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

４
．
同
好
会
な
ど
に
つ
い
て

・
大
江
文
庫
を
翻
刻
す
る
会

　

第
1
・
3
（
月
曜
日
）

・
遺
著
を
読
む
会

　

隔
月
第
2
土
曜
日

・
や
さ
し
い
英
会
話

　

第
1
・
3
（
火
曜
日
）

・
合
唱　

リ
ラ
・
フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル

　

毎
週
（
月
曜
日
）

・
新
設　

星
の
王
子
さ
ま
を
語
り
合
う
会

　

第
4
月
曜
日

　

☆
第
１
回
目
は
9
月
22
日
（
月
）

中
高
創
立
75
周
年
記
念
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
づ
ま
会
会
長澤

田
三
和
子

創
立
75
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
は
、
東
京
家
政
学
院
中
学
・
高
校
が
、
高
等
女
学
校

と
し
て
昭
和
14
年
に
創
立
い
た
し
ま
し
て
、
75
周
年
に
な
り

ま
し
た
。

9
月
27
日
、
常
磐
祭
の
文
化
祭
で
、
75
周
年
の
記
念
式
典

を
大
江
ス
ミ
記
念
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
い
た
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
と
共
に
お
祝
い
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
あ
づ
ま
会

役
員
一
同
大
変
に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
づ
ま
会
は
こ
れ
を
記
念
し
、
マ
ス
コ
ッ
ト
を
つ
く
り
、

こ
の
お
披
露
目
も
い
た
し
ま
し
た
。

「
あ
づ
リ
ー
ヌ
」
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
徒
さ
ん
に
は
、「
あ
づ
リ
ー
ヌ
」
入
り
コ
ン
パ
ク
ト
ミ

ラ
ー
を
お
祝
と
し
て
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

75
周
年
を
お
祝
い
し
て
、
東
京
家
政
学
院
高
校
の
卒
業
生

で
も
あ
る
女
優
の
麻
実
れ
い
さ
ん
（
元
宝
塚
）
が
講
演
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

日　
　
　

11
月
8
日
（
土
）

時　
　
　

午
後
1
時
10
分
～
2
時
10
分

場
所　
　

大
江
ス
ミ
記
念
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
ら
ん
の
上
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

校歌斉唱の様子

懇親会アトラクション

あづリーヌ

贈呈した「あづリーヌ」入り
コンパクトミラー

　関連資料部は、日々資料の発掘・整理に励んでいます。

今は戦時中に紛失してしまった初期の光塩誌（15・16・17 号）を探して

おります。

　お持ちの方がいらっしゃいましたらぜひ、ご一報ください。

※光塩会への問い合わせ・情報の提供は

　光塩会事務局０３－３２６５－３６４６ 迄（木土日祝閉館）

創立者大江スミ先生関連資料部からのお願い
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私
は
、
平
成
24
年
度
に
家
政
学
部
児
童
学

科
を
卒
業
し
、
現
在
、
山
梨
県
富
士
河
口
湖

町
で
幼
稚
園
教
諭
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
達
と
同
じ
目
線
で

か
か
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
楽
し
さ
や
感

動
、
発
見
な
ど
を
共
感
し
て
子
ど
も
達
の
成

長
を
間
近
で
感
じ
な
が
ら
園
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
達
が「
先
生
～
！
」と
集
ま
っ

て
来
た
時
に
は
、
社
会
人
と
し
て
の
自
分
の

存
在
価
値
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
2
年
目
。
ま
だ
ま
だ
先
輩

の
教
師
か
ら
教
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
沢
山
あ
る
中
、
先
日
、
私
の
ク
ラ
ス
に
教
育

実
習
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
自
身
も
初
め
は
心
配
で
、
質
問
に
受
け
答

え
が
で
き
る
か
な
ど
、
様
々
な
戸
惑
い
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
輩
の
教
師
か
ら
「
教

師
で
あ
る
プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
め
ば

大
丈
夫
！
」
と
背
中
を
押
し
て
も
ら
い
、
大

学
時
代
の
自
身
の
学
び
も
思
い
出
し
な
が
ら
、

自
信
を
持
っ
て
臨
む
し
か
な
い
と
覚
悟
を
決

め
て
、
教
育
実
習
生
の
指
導
を
し
ま
し
た
。

　

各
々
の
園
に
も
よ
り
ま
す
が
、
私
の
勤
め

て
い
る
幼
稚
園
で
は
、
仕
事
を
〝
経
験
し
て

学
ぶ
〟
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
社
会
人

1
年
目
か
ら
、
行
事
の
司
会
を
し
た
り
、
責

任
者
を
し
た
り
…
。
初
め
て
の
事
で
も
ど
ん

な
こ
と
も
担
当
を
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
他
の

先
生
方
の
多
く
の
協
力
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
自
分
が
経
験
を
す
る
こ

と
で
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
次
へ
の

課
題
に
繋
げ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
教

育
実
習
生
の
指
導
で
も
、
私
が
学
ば
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
社
会
の

中
で
大
切
な
こ
と
は
、
何
事
も
経
験
し
て
み

て
、
自
分
の
力
に
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
責
任
も
あ
り
ま
す
が
。
学

生
の
み
な
さ
ん
！
大
学
生
の
今
こ
そ
、
専
門

知
識
と
技
能
を
高
め
、
多
く
の
こ
と
に
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と

 

東
京
家
政
学
院
大
学　

家
政
学
部　

児
童
学
科
卒
業

�

外
川　

由
貴

　
「
食
」
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
、
家
族
の

あ
り
方
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。「
食
」
に
は
健
康
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

楽
し
み
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
場
、
食
文
化

の
伝
承
な
ど
様
々
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
食

品
・
調
理
学
研
究
室
で
は
、「
食
の
お
い
し

さ
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
、
野
菜
、
果
物
な

ど
の
お
い
し
さ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
中
心
と
し

た
抗
酸
化
成
分
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
調
理
や
加
工
の
際
生
成
す

る
有
害
物
質
を
減
ら
す
方
法
な
ど
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
現
代
家
政
学
科
の
ゼ
ミ
の
学

生
た
ち
を
迎
え
て
、
よ
り
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
密
着
し
た
テ
ー
マ
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
近
年
、
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
に

よ
り
調
理
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
不
足
し
が
ち
な
野
菜
を

し
っ
か
り
と
れ
る
よ
う
な
簡
便
で
お
い
し

く
、
し
か
も
栄
養
素
な
ど
が
保
持
さ
れ
る
調

理
法
の
開
発
な
ど
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

た
提
案
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、担
当
す
る
科
目「
調
理
学
実
習
」「
食

文
化
演
習
」
で
は
、
行
事
食
や
郷
土
料
理
な

ど
の
実
習
も
行
っ
て
お
り
、
学
生
た
ち
が
日

本
の
食
文
化
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
卒
業
研
究
に

お
い
て
も
正
月
料
理
な
ど
日
本
の
食
文
化
の

継
承
に
つ
い
て
の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
の
学
生
に
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
も
い

ま
す
の
で
、
異
な
る
食
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
学
生
た
ち
や
私
に
と
っ
て
良

い
経
験
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
家
政
学
院
大
学

　

現
代
家
政
学
科　

食
品
・
調
理
学
研
究
室

（
三
宅
紀
子
研
究
室
）

�

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

外
川
由
貴
（
ト
ガ
ワ
ユ
キ
）

平
成
25
年　

3
月　

東
京
家
政
学
院
大
学

家
政
学
部　

児
童
学
科　

卒
業

 

平
成
25
年　

4
月
よ
り
地
元
、
山
梨
県
に

て
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
勤
務

現
在
に
至
る
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製作活動の様子

延長保育の様子

「食文化演習」で各グループが調理した
郷土料理

ゼミの様子
―中間発表が終わってほっと一息―


